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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

地域包括ケア連絡協議

会（仮称）・ＷＧの開催

事業設計 関係機関

調整

地域包括ケア

連絡協議会

（１回）

テーマ別

WG

テーマ別

WG

テーマ別

WG

地域包括ケア

連絡協議会

（２回）

テーマ別

WG

テーマ別

WG

テーマ別

WG

地域包括ケア

連絡協議会

（３回）

豊明市ケアマネー

ジャー連絡会の開催

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

ケアマネ

連絡会

運営

委員会

地域包括支援センター

連絡会の開催

連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会 連絡会

先進地視察（千葉県柏

市及び東京都杉並区）

先進地視察

在宅医療・福祉に関す

る市民・関係機関ニー

ズ調査の実施

ニーズ調査 ニーズ調査

回収・集計

ニーズ調査

結果分析

関係機関

ヒアリング

調査

ＩＣＴネットワークと見守り

用センサー付機器を活

用した高齢者安否確

認・異常早期発見事業

の実施

事業設計 システム

導入

関係機関

調整

企画・準備 事業開始

関係機関

周知

24時間定期巡回・随時

対応サービスの実施

事業所との

調整

サービスの

関係機関・

市民周知

在宅医療支援事業の

実施

事業設計 関係機関

調整

事業開始

関係機関

周知

3

効率的で質の高い医療

提供のための多職種連

携

地域包括支援センター

を中心とした地域ケア

会議（ケアカンファレン

ス）の実施推進

NO  ２

在宅医療従事者の負担

軽減の支援

(1)　地域の医療・福祉

資源の量・質の把握、資

源の有効活用や不足資

源の確保のための具体

的な方策の実施

(2)　２４時間対応の在

宅医療提供体制の構築

2

・地域包括ケア連絡協

議会（仮称）・ＷＧを中

心に医療・福祉関係職

種が、豊明市の在宅医

療連携における課題、

今後10年間で取り組む

べき方向性、施策につ

いて、共有認識を持つこ

とができる。また、それぞ

れの役割が認識できる。

・『顔の見える関係』が深

化し、日常業務の中での

個別事例支援に関する

連携が増加する。

・在宅医療・福祉に関す

る住民・関係機関ニーズ

が明確になり、地域包括

ケア連絡協議会（仮称）

等により課題の共有と解

決策の明確化が図られ

る。

・ＩＣＴネットワークと見守

り用センサー付機器を活

用した高齢者安否確

認・異常早期発見事業

の実施により、異常の早

期発見・早期治療がで

き、予後の改善が図ら

れる。

・24時間定期巡回・随

時対応サービスの実施

による夜間支援体制の

強化。

・医師・歯科医師等がボ

ランティア的に在宅対応

していることによる負担

の軽減。

事業計画項　目 実施後の状況

多職種連携の課題の抽

出と解決策の検討

多職種が一堂に会する

場、行政担当者及び各

関連機関等の管理者が

参加する会合を設定し、

課題を抽出し、解決策を

検討

1

在宅医療連携拠点推進事業　　豊明市

健康健康健康健康でででで安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・支支支支えあいのまちづくりえあいのまちづくりえあいのまちづくりえあいのまちづくり

在宅医療連携拠点推進事業　　豊明市

２５年度 ２６年度

地域の課題共有と対策検討

※第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定とあわせて

地域の課題共有と対策検討、ケアマネのスキルアップ

※

調

査

・

視

察

結

果

の

反

在宅医療福祉連携を中心とした地域包括ケア体制整備に関する対

在宅療養者の生活改善、家族の介護の負担軽減、地域のサービス体制の充実

医師を中心とする在宅療養関係者の負担軽減

チーム支援体制の推進、地域課題の抽出

※継続的推進

高齢者安否確認と異常早期発見による高齢者の健康推進、在宅医療関係者の負担軽



多職種協働による在宅

チーム医療を担う人材

育成事業の実施

プログラム

検討会

研修会①

研修会②

研修会③

プログラム

検討会

事業設計 関係機関

調整

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

運営委員会

いきいき笑顔

連絡協議会

担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議 担当者会議

運用説明会

（ケアマネ）

登録説明会

（薬剤師会）

運用説明会

（薬剤師会）

（随時開催） （随時開催） （随時開催） （随時開催） （随時開催） （随時開催）

緊急レスパイトサービス

事業の実施

事業設計 関係機関

調整

事業開始

市民・関係

機関周知

藤田保健衛生大学病

院との後方支援体制に

関する協議

関係機関

調整

退院連携

連絡会

（初回）

退院連携

連絡会

退院連携

連絡会

退院連携

連絡会

退院連携

連絡会

退院連携

連絡会

退院連携

連絡会

いきいき笑顔ネットワー

クポ－タルサイトによる

市民への地域啓発

地域包括ケアシンポジ

ウムの開催

企画・準備 地域包括

ケアシンポ

ジウム開催

企画・準備 地域包括

ケアシンポ

ジウム開催

市広報誌への特集記

事掲載

いきいき笑顔

の特集記事

掲載

企画・準備

在宅医療

連携特集

記事①掲載

在宅医療

連携特集

記事②掲載

在宅医療

連携特集

記事③掲載

在宅医療

連携特集

記事④掲載

市民向け地域の医療・

福祉資源リーフレットの

作成

市民ニーズ

の把握

企画・準備 関係機関

調整

印刷

事務準備

発行

市民・関係

機関周知

在宅医療に関する地域

住民への普及啓発活動

(1)　地域での在宅医療

を浸透させるための

フォーラムや講演会等

の開催

(2)　住民向けの地域の

医療・福祉資源マップや

パンフレット等の発行

5

ＩＣＴネットワーク「いきい

き笑顔ネットワーク」の

普及と活用

入院病床の確保及び家

族の負担軽減に向けた

取組み

(1)　在宅療養者の症状

急変時における入院病

床確保のための後方支

援病院の確保

(2)　家族の介護の負担

軽減に向けたレスパイト

サービス等の実施

4

・地域包括支援センター

を中心とした地域ケア会

議（ケアカンファレンス）

の開催増加と医療関係

職の参加の増加。

・多職種協働による在宅

チーム医療を担う人材

育成事業により、医療・

福祉関係職相互の役割

理解、豊明市の課題等

への理解が深まり、スキ

ルアップとともに連携が

深化。

・ＩＣＴネットワーク「いきい

き笑顔ネットワーク」の登

録機関の増加と活用活

性化により、医療・福祉

関係職相互の役割理解

と連携がすすむ。また、

重複診療や薬剤の重複

投与も防止される。

・緊急レスパイトサービス

事業の実施により在宅

療養者や家族に急を要

する事態発生時の負担

の軽減が図られる。

・藤田保健衛生大学病

院との後方支援体制に

ついて、方向性の明確

化。

・いきいき笑顔ネットワー

クの取り組みが市民に広

く浸透。

・在宅医療・福祉に関す

る住民の理解が向上し、

地域での自助・互助意

識が向上する。

・医療・福祉に関する市

民向けに分かりやすい医

療・福祉資源情報が提

供される。

3

効率的で質の高い医療

提供のための多職種連

携

(1)　訪問支援の実施、

多職種連携によるケアカ

ンファレンスの開催

(2)　チーム医療を提供

するための情報共有

ツールの活用

(3)　在宅医療に従事す

る人材育成

健康健康健康健康でででで安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・らしつづけることのできるふれあい・支支支支えあいのまちづくりえあいのまちづくりえあいのまちづくりえあいのまちづくり

※愛知県モデル事業委

※藤田保健衛生大学中核センター委

いきいき笑顔の運用と推進に関する協議

いきいき笑顔の関係機関への普及のための取り組み

プログラム検討会の開催

人材育成研修会の開催

地域評価

※地域包括ケア連絡協議会のWGとして調整をはかる

いきいき笑顔の実質的運用

いきいき笑顔を用いたチーム支援事例のモデル的実施

市民が主体的に地域の課題を考える機会の提供・啓発

市民が主体的に地域の課題を考える機会の提供・啓発

家族の介護の負担軽減

※継続的推進


